調査の進め方・報告書のまとめ方（６）

	１．資料収集・分析調査（文献調査、Web調査、統計データ収集分析）

　＜補論　統計知識＞

２．現地踏査・見学

３．ヒアリング調査

４．アンケート調査、実態調査

５．調査委員会、計画策定委員会、中間報告

６．報告書作成

○　＜補論　グラフ作成のポイント＞


補論　グラフ作成のポイント

１．共通

（１）資料名を必ずつける

（２）できるだけ数値も付加する

本川裕（2012）「統計データはためになる！」技術評論社より

	【コラム】グラフに数値は必要か

　これまでのグラフにはすべて数値が付記されています。私は、グラフの種類を問わず、できるだけ数値を掲げることにしています。データの分布状態、データ間の大小の比較を知るには画像表現だけで十分であるともいえますが、数値の付記は単にグラフの情報量を増すばかりでなく、以下のような点からグラフの存在価値をずっと大きくするのでやはり望ましいといえるでしょう。

１．比較可能性

　表の数値に比べ、グラフによる表現は、複数のデータがほとんど同じ大きさかどうかを理解できるという点ですぐれています。しかし、グラフ上は、同じ大きさに見える2つのデータであっても、数値の微妙な違いがあり順序が異なっていることを知りたい場合もあります。この場合は数値が付記されていなければどうしようもありません。またＡの値がＢの値の2倍以上か2倍に達していないかどうかは数値がなければ判断できません。特に目標値が設定されているデータが対象となる場合は、事の性質上、数値の付記が不可欠となります。

　　　　例：図録2175 日本人の血圧
２．コミュニケーション性

　グラフは、一人でながめる対象というだけでなく、複数人でコミュニケーションを図る手段にもなります。グラフをスクリーンに映し出したり、コピーして参加者に配布し、説明する場合があります。説明する者は数値のないグラフを見ながら「Ａの値は2位のＢを大きく上回り、最も高くなっています」と述べるより、数値の付記されたグラフを見ながら「Ａの値は12,563キロと2位のＢの7,520キロを大きく上回り、最も高くなっています」と言った方が、グラフのどこを指しているのかを含めコミュニケーションが確実に図れます。さらにグラフを見れない電話の相手などにグラフを見ながら何かを説明するときにも、同じように数字で説明すれば必要最低限のコミュニケーションが図れます。

３．信憑性

　グラフの元データが原資料と一致しているかどうかを確かめたいときにはやはりグラフに数値が記されていることが必要です。グラフと原表が別々であるとそれぞれが対応した図と表だと確かめねばならず煩瑣です。きちんとしたデータから作られたグラフであるかを明らかにしているという情報の透明性の点から数値の付されたグラフはそうでないグラフに比して信憑性が増します。

４．再現性

　グラフを入手した人が同じようなグラフを再現できるかは数値データが付されているかで決まります。「科学的」とは、一般に、誰でもが同じ条件下では同じ結果に到達するということを明らかにしながら内容を記述することですから、数値の付されたグラフの方が「科学的」に見えることは確かです。


２．棒グラフ

・本川裕（2012）「統計データはためになる！」技術評論社を参照

（１）総論

・いずれの項目が最も大きいか（小さいか）、いずれの年が最も大きいか（小さいか）一目瞭然

・項目間、時系列間でどの程度の差があるかが一目瞭然

・折れ線グラフよりマス感（量的感覚）が明確

　　特に、高さとタテ方向の棒グラフは現実の事物の陰影として実感的に感得可能

図録4363b 東日本大震災で確認された津波の高さ
・時間の長さも棒グラフと親和的－長い時間をかければ長い距離に到達可能という経験－

図録5407 老舗企業創業年次ランキング
・折れ線グラフと異なり基本的にＹ軸は０が始点（そうでない場合は、波線をつける）

図録4363 主な津波被害の地震マグニチュード（明治以降）
（２）並べ方

①単純なランキング

　　図録0331 日本人が好きな韓国料理、韓国人が好きな日本料理
　　どの程度、上位が突出しているか分かりやすい

　並び順：かつては降順が多かったが最近は昇順もよくみられる（デザインの問題）

図録8044
 アジア人の英語力
②時系列

(a)事件を時系列で単純に並べる

図録5226d
　日本各地の空襲被害
　　　クロノロジーが視覚化

　(b)時間の長さを均等にして並べる

　　図録7809　北前船の盛衰
　　　輝かしい時代がいつ頃か、どのくらい続いたのかなどが視覚化される

③地理上の位置

　(a)北から南　上記「津波の高さ」

　(b)都道府県　図録4362 東日本大震災の被害者数
　　　　　　　 図録7762 すし（寿司・鮨）好きの地域（県庁所在都市別消費額）
④区分毎に並べる　　単なるランキングより物語るもの多い
　(a)地理上：大陸別　図録9034 
世界のイスラム人口

図録6382
 乗用車・バイク・自転車の世帯普及率の国際比較
　(b)地理上：途上国・先進国　図録8080 海外労働からの収入額ランキング
　(c)年次別ランキング　図録3964 人気テレビ番組ベストテン
　(d)大分類別ランキング　図録4172 脊椎動物の寿命
　(e)性・年齢別ランキング　図録0334　日本人の好きな野菜ランキング
（３）単位の取り方

①指数と原数値

　図録2485 美容整形市場の国別ランキング
　図録6372 自転車乗用中の死者（各国比較）
（４）複数棒グラフ表現

①複数のランキング

　図録2788g 泥棒が多い国・少ない国
②同じＸ軸項目で複数並べる

　図録9320 北アフリカ諸国の海外留学先
　図録1218　高齢者の悩みやストレスの国際比較

（５）応用編

①過去との比較

　ある時点の項目間比較を中心にしながら時系列変化を付加

　・ずらし棒グラフ

　図録6210 インターネット人口普及率推移とデジタル・デバイド状況
　・点グラフとの併用

　　　図録2788 犯罪率の国際比較（OECD諸国）
　　　図録7420
 都道府県別の共稼ぎ夫婦（専業主婦）の比率
②実数をあらわす棒グラフに率をあらわす点グラフ、折れ線グラフを併用

　やはり棒グラフは実数表現と適合的。点や折れ線は指標値とも相性がよい

　1)実数の順に並べる～実数の順番が優先～

　　図録5196 世界の警察官数
　　図録3867 大学ランキング：司法試験合格者数・合格率
　2)率の順に並べる～率の順番が優先～

　　図録3865y 
 大企業就職率大学ランキング（2010年度）

　3)時系列順

　　図録4361　阪神大震災において死者が出た木造住宅の建築時期
③多くのデータを表示する

　棒グラフは単純なので非常に多くの項目を同時表示しても混乱をきたさない

　　図録1167　世界150カ国の人口と面積
　　図録4540　１人当たりGDPの世界ランキング
④別セットのデータを混在させて比較する

　　図録4550　主要国と都道府県の経済規模（GDP）順位
⑤順位を明示的に示す

　　図録8068　東アジアの国民が重視する精神態度～子どもに教えたいとする徳目～　←3位まで
　　図録3995　セクシーさを感じるところ（国際比較）←1位の数字を色替え
⑥人口ピラミッド

1)男女別年齢別人口の表現

　　図録1164 各歳表示の人口ピラミッド
　　図録8220 中国の人口ピラミッド　日本との比較
　2)その他の男女年齢構造

　　図録4363f 東日本大震災の男女・年齢別死者数
　3)男女人口以外でも対比すべきデータを左右に並べるケースもあり

　　図録7231 標高別の土地面積・居住人口
３．折れ線グラフ

（１）総論

・毎年、毎期の変化の表示に適する

　　図録1192 外国人との結婚についての意識変化
図録3184　新入社員のキャリア意識（一生社員か独立か）
・傾向的変化と短期変動（季節変動）

　　図録2740 失業者数・自殺者数の推移（月次、年次）
・複数の系列の同時表示が容易

　　棒グラフだとずらし棒グラフか複数棒グラフにするしかない

　　図録8100 海外労働からの収入対GDP比
・Ｙ軸は必ずしも０（ゼロ）基点でなくともよい

　　図録1171 主要国の移民人口比率の推移
　　生じうる過剰強調、ごまかし

・恣意的な時点、期間選択によるごまかし

　図録4105 電気料金の国際比較
　　図録5165 公共事業の動向（日本と主要国）
・系列が多いときは複数の折れ線グラフ

　　図録3080　失業率の推移（日本と主要国）

　　図録1158　主要国における生産年齢人口増減率の長期推移

（２）並べ方

①基本

左から右への時系列順が基本（逆はありえない）、期間等間隔が基本

図録5242

　日米における工業化社会の盛衰
②2時点比較の特殊例

　エストレーラ誌 第47回（2015年6月号）専業主婦志向の行方
②始点ずらし

　景気指標など

　図録j005 時事トピックス：菅内閣の支持率推移（歴代内閣との比較）
③区分毎に並べる

　図録9468 どんなところが自国の誇りか（日韓比較）
　図録2927 非合理的な存在や力を信じる若者が増えている
（３）頻度と期間

①頻度

・毎月～四半期～上期下期～毎年（毎年度）～５年おき～10年おき

　毎年：図録1610 主要先進国の平均寿命の推移
　10年ごと：図録1157 主要国における人口高齢化率の長期推移・将来推計
・毎期を表示しない場合、代表時点か期間平均かを選択

　毎年の変動が余りないものは代表時点：図録0280 食生活の変化
　毎年変動するものは平均：図録4500 経済成長率の推移（各国比較）
②期間

　紀元前から～この100年～戦後～1970年以降～1980年以降～1990年以降、ほか

　図録1150 人口の超長期推移（縄文時代から2100年まで）
　図録1540 未婚率の推移　戦前から
（４）単位の取り方

①実数のみ

　図録2195　平均身長の長期推移（日本と世界各地域）

②実数と指数

　図録9013
 西ヨーロッパ主要国の長期人口推移
　図録3083
 若者の高い失業率（年齢別の失業率推移）
③構成比や指標

　図録3971b 宗教や信仰のうえで何を信じているか
　図録2200 日本人の体格（BMI）の変化
④順位　例：森林の役割

　図録0690 森林に対する国民の期待
⑤増加率と増加数

　図録4720 消費者物価指数の動き
　
（５）応用編

①別資料のデータを時系列で比較して時系列相関をあらわす

　・同種のデータ

　　　図録6200 パソコンとインターネットの普及率の推移
　・別種のデータ

　　例：血圧と食塩摂取：図録2175 日本人の血圧
②時系列以外の表現

棒グラフや帯グラフが本来だが多くのデータを表示するために折れ線グラフを使用

図録9520 神の存在・死後の世界に対する見方（世界55カ国比較）
　本来棒グラフだが名前等をいれる余地を確保するため折れ線グラフを使用

　　図録2472　幸福度の男女差（推移と国際比較）

　　図録3979b 2011年女子Ｗ杯ドイツ大会なでしこジャパンの身長
③項目と時系列のどちらをＸ軸にもってくるか

　　図録2329d　世代別おしゃれ時間の変化（女性）　変化の程度を傾きで知るか幅で知るか

④相関図的な折れ線グラフ

　　図録1900 高齢化とともに高まる医療費（各国比較）
４．散布図・相関図

・本川裕（2010）「統計データはおもしろい！」技術評論社を参照

　　　目次
　・「相関を科学する」（2013年度同志社大学図書館講習会）

　　　教材：講演資料
○トピック

　・2時点の時系列変化

図録3937 子どもと大人の知力相関

　・コントロール値の可視化

　　　図録3950　学校教育費の対GDP比（国際比較）

　　　図録3140　管理職女性比率の国際比較

　・特殊グループをグルーピング

　　　図録7312　歩く県民、歩かない県民
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